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ソビエト滞在記

佐藤光之助

ロｰマで行なわれた国連新エネルギｰ会議の後イタリア

旅行を終えチェコスロバキアのプラハからソ連製ジェ

ット機に乗り一路モスコｰに向かった昭和36年9月

約半月のソ連帯葎はロシア語の通じない秘にとってはい

ちまつの不安はあったがひとり旅の気安さソ連の地

質･物探関係の人々の親切で思い串多い族となった

赤テル

私は地質省のお客ということでモスコｰのウクライ

ナホテル1と宿泊した.このホテルは1957年に建てられ

たものでおよそ3こ暗もありヨｰロッパで一番の高層建

築のホテノレといわれている.ここは外国人向けに作ら

れたものらしくロビｰは各国人種の展覧会といった感

じがする.カスト回ひげの軍人目本人と見まちがう

顔つきをした中共の人その中にまじって日本人の顔も

ちょいちょい見受けられる.ホテルにはサｰビス･ビ

ュｰ回一があって各種の手続き金の交換観光の世

話をしてくれるが仕事ぶりはいささかのろく感じは

お役所の窓口的なものである.部屋付きの女中さんは

ぜんぜん外国語が通じないのに閉口した.年配のおぱ

さんが相当働いているのが目についたカミ彼女たちはな

か校か親切で気持ちよくすごすことができた.ソ連で

はホテルの食事をもってくるのにも大変時間がかかると

いわれていたが食堂の女給さんと顔なじみになるにつ

れてサｰビスはだんだんとよくなり食事も早く持って

くるようにたってきた.だがこの国にきて短気は禁

物ですべからく長期戦で行かねば柾らぬと感じた.

今回の世界一周旅行で泊まったホテルのうちこのホ

テルの部屋代カミｰ番安かった.簡素ではあるカミバス付

きの気持ちよい部屋で1目1200円だけである.食事

はあまり安くなかったがたらふくおいしいロシア料理

を味わいえたのでソ連滞在の印象はけっして悪くなか

った.これは私が地質省のお客として行ったからであ

ってもし一般旅行者としてこのホテノレに泊まろうとす

ればソ連旅行分杜の旅行のデラックス･クｰポンを買

わなければならない.これは食事付きで1目35ドノレ

取られるのである.ソ連には日本からの視察団が相当

きているが中には安いクｰポンを買ったためモスコ

ｰの場末のひどいホテルに泊まらされこぼしている人を

見かけた.一般にソ連旅行をするには相当費用がか

かることを覚悟し赦ければならない.

モスコ}の街

ホテノレに着くとまずその街の地図をさがしガイド

ブックを求めることは普通である.モスコｰではただ

1種類の英文ガイドブックを見つけ手に入れたが役に

立つような街の地図は滞在中には見つからなかった.

もっとも街中の本屋をさがし歩いたらあったかも知れな

いがそんな暇も枚く街の表通りを一とおり見た程度

の見物に終わってしまった.

ガイドブックは180頁もあるりっぱなものでまずク

レムリン赤の広場からはじまってモスコｰの街の名

所旧跡のくわしい説明カミ大部分でありそれに加えてモ

スコｰ自慢のMetroの発達史カミ詳細に書かれている.

駅の飾り付けの自慢もたくさん書かれており確かにり

っぱなものであるが地下鉄を利用する面からいうと路

線の簡単な図もないありさまでぶらりと旅行している

私にとってはMetroも単に博物館と同じような役にし

か立たなかったのである.この本の中で街の交通に関

して私に役に立ったのは｢軍および挙行者は右側通行

を守ること赤は止まれ黄は注意緑は進め｣の数

行にわたる部分であった.モスコｰ市内には市街電車

バス地下鉄等がよく発達しているがタクシｰは街の

中ではなかなか拾えないのカ童実情である.回シア料理

ウオッカコニャック等の酒は前冷から聞きおよんでい

たものであるカミこのガイドブックにはモスコｰのレス

トランの案内は半頁だけ教会の案内の方がずっと詳し

く書いてあったのにはいささか奇異に感晋られた.

各職場における女性の進出は目にづくものである.

普通の家庭では夫婦共かせぎである.これは共かせぎ

によって家庭の経済が維持されるよう低賃金水準となっ

ているからである.しかし託児所等が完備しているの

で日本における共かせぎのような苦労は少ないようで

ありまた女性カミ相当責任ある地位を占めていることも

特色であろう.物資は自由に買えるが食料店などで

は買物のために行列を作っているのが相当見受けられた.

とくに男性が買物かごをぶらさげて列をなしているのは

この国らしいほほえましい風景である.

オペラバレｰ各種の博物館古跡等が観光のノレｰ

トでありまた書籍音楽のレコｰドはたいへん安く

おびただしい量が出版されているのカミ特長であろう.

これらのうちで異色あるものとしてはソ連国民経済

向上博覧会をあげることができる.これはモスコｰ市

の北部の広い敷地の内に設けられており国民経済に関

係したあらゆる分野のもっとも新しい展示が行たわれ�
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でいる.人工衛星私が乗ったジェット機TU-104A

はもちろん地質物理探査関係も欠きた建物にりっぱ

に展示されている.とくに物理探査についてはあら

ゆる種類の器械が展示されておりこの国の力の入れ方

カミうかがわれる.

わずかの滞在期間にうけた印象は古いもの新しい

ものの錯そうにおいてきわめて堅実ないわば修身的

なふんいきが感じられた.その後訪れたスウェｰデン

ののびのびとした感じ西独における底抜け騒ぎのよう

なものには最後までお目にかかる機会がなかった.

モスコｰは世界の大都市と同じように住宅事情はよ

くたい.現在盛んに街の中の古い建物をこわし新しく

建て直すとともに郊外では新しいアパｰトを新築して

いる.都市計画についてはわカ洞のような｢立退き反

対｣の運動はないし日本と違い地盤がよく地震も少

ないので建築はたいへん簡単に進むようである.街の

中ではところどころ道路の掘り返し抵とが見受けられた.

ソ連の住宅の家賃は俸給の4%程度で現在のところ3

人で1部屋の割り当てで相当窮屈のようであるが15

年計画で各人1部屋あて持てるような計画が進められて

いるそうである.建物の不足は住宅だけではなく官

庁研究所抵どにも見受けられる.最近大きくなった

よう枚機関では相当苦労している模様である.私が訪

れた全ソ物理探査研究所では庁舎はいくつかに分散し

ており廊下にまで机を並べているところもあった.

ちょうど日本の終戦後のように古い教会を板で区切っ

て実験室に使っているところも拝見した.このような

現状であるけれどもモスコｰの人々は建物に対して将

来の希望をおおいに持っているように感じられた.り

っぱ枝道路堂々たる建物これらが計画的に順々に建

設されている状態を見れば現在の不便に対してあまり

不平はたいようである.収拾のつかない東京の都市計

画とは雲泥の差である.現在までに完成されたものの

うちでモスコｰ大学の建物はもっとも偉彩をはなって

いるものの1つである.

モスコｰ大学

モスコｰ大学の新しv'建物はモスコｰの南西部にあ

るレｰニン丘にそそりたっており市内でもっとも高い

ところにある.この建物は理科系で占めておりその

中に地質も含まれている.地球物理は物理に属するも

のと地質に属するものとカ主あって後者は主として探

査地殻関係の研究を行なっている.文科系は市の中

心にある旧校舎にいるがいわゆる工学部的のものは校

い.理学部系統を中心としたモスコｰ大学の新校舎は

ソ連の教育の重点を示しているものであろう.ここに

は完備された寄宿舎があり学生は全部収容されている.

図書館博物館室内体育館食堂等は自慢するだけ

あってりっぱなものであるが数学の講義中の教室に入

ってまで説明してくれたのには恐縮した.モスコｰ大

学に接してレｰニン･スタジアムカミあり各種の競技

施設が完備しいつでもオリンピックができる態勢がで

きているそうである.

地質調査事業

ソ連はわが国の60倍地球の陸地の6分の1を占める

広大な面積を有しこの広い国土に大小100以上の民族

をもって15の共和国から放る連邦国家をつくっている.

この国においては国土の利用地下資源の開発はきわ

めて重要な問題であり地質調査には大いに力を入れて

いる.

ロマノフ王朝時代の1882年にGeo1ogicalCommittee

カミ設けられこの時から地質調査が発展していったので

ある.これはわが国の地質調査所の設立と同じころに

あたる.現在ソ連においては地質省カミ設けられこれ

に地質調査所物理探査研究所石油地質研究所などが

ありまた各地区に地質調査所物理探査トラストカミ設

けられ盛んに調査研究が行なわれている.現在10万

人以上の人々がこれらの調査研究に従事しているとい

われている.私はソ連滞在中レニングラｰドの全ソ

地質調査所西部物理探査トラストモスコｰの全ソ物

理探査研究所石油地質研究所などの機関を見ることが

できた.

全ソ連地質調査所は人員約2000名を要し地質に関

する科学的な研究を主とし探査事業は行なっていない.

したがって定型的な調査は主として地区地質調査所

によって行なわれている.またソ連における地質図は

すべてこの機関によってまとめられ発行されている.

内部の機構は所長次長のもとに21の部に分かれ地質

に関するあらゆる専門的分野の研究が行祖われその中

には岩石物性古磁気地質絶勅年代決定抵どの実験室

も含まれている.ここにはまた博物館図書館研修

所だとも設けられさらに所長の諮問機関として学者

会議地質図作成委員会などがある.所長次長など

の管理職は地質省から任命されているが部課長は学者

会議の推薦で決められているようである.所長はなか

柱かの雄弁家であるが研究者はたいへん落ち着いたお

となしそうな感じを受ける人カミ多かった.ここにも物

理探査部カ量あり物理探査に関する地質的解釈のことを

扱っていたが物理探査部長は女性で私の訪問をたい�
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ウクライ十ホテルの塔

ウクライナホテル前の広場

一筋

赤の広場

モスコｰ河からクレムウンをのぞむ

クレムリンの内榔(9月中旬でも冬オｰバｰの人が多い)

モスコのデパｰト�
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ぺん歓迎してくれた.また私がレニングラｰドにきた

ことを聞いて先年ハンコックで開かれたECAFEの

空中探査ゼミナｰルでいっしょになったソ連代表の人か

わざわざ尋ねてこられいろいろ文献を贈られたことは

たいへんうれしかった.

全ソ連物理深査研究所はモスコｰ研究所と調査班に

分けられ人員約3000名うち1000名は物理探査の研究

者である.研究所は各種物理探査に関する研究室があ

り測定籍方法解析などに関するあらゆる研究が行

なわれている｡とく虹物理探査結果の解釈の問題複

雑な地質構造は対する調査深部電気探査海上物理櫟

査物理検層荏とに大いにカを入れているように思われ

た.この研究所の調査班は特殊な問題についての調査

研究を行なうカミ普通の方法による一般的た物理探査は

各地区にある物理探査トラストによって行なわれている.

私の今度のソ連旅行については地質省のフェテン

スキｰ博士が世話をして下さった.この方は地質物

理探査に関する中心的なガでECAFEのソ連首席代

表として先年東京にこられた方である.また物理探査

研究所とくにアレクセｰエフ博士および通訳の女性は

たいへん世誘になった.アレクセｰエフ氏は昭和3?年

u月電気探査の機械のことで当地質調査所1じられ紅

方で電気探査部門の長をしておりフランスにも技術

交流で行かれたそうである.通訳の女性は物理探査研

究所の英語の翻訳を担当している人で私のような英語

の下手た者にとってはうってつけの通訳であった.ソ

連の研究所には外国語の翻訳をするスタッフがそろっ

ており新しい文献をどしどしロシア語に翻訳し研究

に供している.当地質調査所発行の｢GeO10gyand

MineralResource婁｡fJapan｣は殉うでもたいへん評

判カミよくすでにロシア語に翻訳されりっぱな本とし

て研究用に用いられている.日本の文献は相当読まれ

ているらしく最近の研究をよく知っているのには驚か

された.ただし胃本文の報告には手がでないようで

お互いに語学の障壁を痛感した次第である.

このようにソ連においては地質調査事業は重､点事業と

して取り上げられ中央には大きな研究組織をもち窯

た各地区には組織的に調査機関が設けられこれらをモ

スコｰの地質省が統轄している,すなわち数多くの地

質物理探査匁どの科学煮技術者を要し金にいとめ

をつけ粗いで新しい研究数多くの調査に組織的にカ

を注いでいる.現在のところソ連の技術は米国欧

州先進国に比べ必ずしも多くの点で優れているわけで

はないがたかには電気探査のように世界において他に

例を見ないような発展をしているものもある.これだ

け欠きた世帯であるからなかには無理をしている点も

見られたいことはない.研究者としての立場を保つた

めには専門の本を書かねぱ怒らないようである.りっ

ぱ校本も数多く出されているがあまりにも本が多いの

で他の国の人にとってはその選択に迷うことすらある.

物探の器械についてもわざわざ作って飾りたてるほど

のものではないようなものも見受けられた.しかしこ

のようたこ一とができる環境はたいしたもので私のよう

な雑嶺に追いまわきれている者にとってはたいへんう

らやましく感じた.

国民の経済に密接に関係している地質調査事業を急激

に拡大したソ連でほその管理運営をどのようぽやって

いるのであろうか.また地質関係の科学者技術者の

教育も大いに興味あるところである.私の短い滞在で

はこのような点まで知ることができなかったのはた

いへん残念である.

ソ連の石油･ガス鉱業

ソ連滞在中全ソ石油地質研究所を見学する機会を得

たが員数に余ゆうがなかったため油田地帯の旅行は

とりやめた､しかし研究所で闘いた語ソ連から出さ

れている報告を見ると石油1ガス鉱業は急激に発展

しつつあることカミうかカミわれる.

ソ連の地質学者の研究によると世界における含石油

ガスの堆積層の分布する区域は2940万㎞2と推定され

そのうちソ連は113d万㎞2米国は430万㎞壁となりソ

連はアメリカの2.6倍の広さを有していることになる.

また含油層の地質時代はカンブリア紀から第三紀まで

にわたっていることが明らかになってきた.したがっ

て石油･ガスの産地は広い国土内の各所に多数発見し

得る見とおしができまた開発は浅層から深層へ陸域

から海域へと発展しているのである.

ソ連の石油は約工00年の歴史を有しておりその産出

量は1955年には年間7080万1一ンであったが1961年には

五億6600万トンと飛躍的に増産されている.ζれには

最近の漁田地質物理探査掘さくに関する技術の著し

い発達によって探鉱能率がよく扱ったことまた操曲技

術の進んだことがあげられている｡いずれにせよソ

連は地質的に石油1ガス鉱業の各条件に恵まれているよ

うであり将来の計画として棚0年には年間約7億トン

の石油および多量のガスの産出を策定しているといわれ

ている.ソ連の石油1ガス鉱業の将来は大いに注目

すべきものであろう｡

(筆者は物理探査部長)�
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婦人勢働者(モスコｰ郊外で)

国民経済向上博覧会の展示品電磁探査装置

金ソ物理探査研究所の職員

左はアレクセｰエフ氏

中央女性通訳

フエデンスキｰ博士(左)と佐藤部長(右)

(地質省で)

モスコｰ大学で婦人は

物探研究所の通訳

モス:一一芸匿タドの三豊蹟各

モスコｰ大学の一部

はるかに見えるのは新しくできた団地

(モスコｰ大学本館屋上から)�


